


















































ペ ー ス に 排 架 さ れ、
利用に供されている
が、古書、貴重書と
されるものについて
は古典籍総合データ
ベースを通して画像
をご覧いただくこと
はあっても、現物と
接する機会はあまり
ない。図書館ではあ
らたに収蔵した貴重な資料について多くの方々に知って
いただくべく数年に一度新収資料展を開催しているが、
今回は、前回（2005年）から数えて7年ぶりの開催となっ
た。少し間が空いてしまったが、その分充実した内容を
楽しんでいただけたことと思う。
おもな出陳資料は以下のとおりである。
・伝西行筆源氏集切（紙本墨書）
・歌川国輝画　古今珍物集覧（錦絵）
・近行遠通撰・菱川師宣画　江戸雀（版本）
・淡島寒月画・會津八一賛　蛙図（紙本淡彩）
・水野葉舟歌幅（紙本墨書）
・「はちかづき」版木
・時祷書（彩色写本・ヴェラム）
古書、貴重書の収集手段としては、既存のコレクショ
ンとの関係に配慮しつつ新たに購入するケースもあるが、
有志の方々からご寄贈いただくこともまた多い。図書館
では、ご寄贈くださる方の「自分たちがしっかりと守っ
てきた資料を末永く保存し、広く公開してほしい」という
強い思いに応えるべく、すべての資料が後世に伝えるべ
き文化財であると同時に、現在の研究者のための活きた
資料であると考え、整理、公開につとめている。今回出
陳した資料の中にも寄贈されたものが多く含まれていた。
今後寄贈していただく資料についても、折を見て、展覧
会などを通して皆さんにご覧いただく機会を設けてゆき
たいと考えている。
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